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著名人が語る無名時代の日々。どのように思いを定め、どう生きてきたか。どのように生きようとしたか。そし

てどう生かされたか。人生の勇気が湧く、生きるヒントが満載の講演会です。今回の講師は宗教哲学、比較文明

学、民俗学、日本思想史、人体科学など、多岐に渡って研究を続けている鎌田東二氏。鎌田氏は 10 歳の頃に、

少年少女用に書かれた『古事記』に大変な感動を覚え、17 歳の時に、自転車で四国を横断し、九州をほぼ一周

した際、宮崎県の青島に立ち寄った時、『古事記』の中の日向神話に登場してくる神々が、神社の神様として祀

られていることに衝撃を受け、神話と場所（神社）が強烈に接続される体験を持ちました。その 1 週間後、火

山が噴火するような感じで私の内部から言葉が出てきたと鎌田氏は語ります。以来 50年、言葉とは何か、詩と

は何か、神話とは何か、超越経験や宗教経験とは何かを問い続けています。この機会に、その探求のプロセスを

お話します。 

 

 講師  鎌田 東二（上智大学グリーフケア研究所特任教授・京都大学名誉教授） 

1951 年徳島県生まれ。國學院大學文学部哲学科卒、同大学院神道学専攻博士課程単位取得満期

退学。岡山大学大学院医歯学総合研究科社会環境生命科学専攻単位取得退学。現在、上智大学グ

リーフケア研究所特任教授。放送大学客員教授。京都大学名誉教授。京都伝統文化の森推進協議

会会長。博士（文学）。専門とする領野は宗教哲学、比較文明学、民俗学、日本思想史、人体科学

など多岐にわたり、縦横無尽に学問領域を行き来し、独自のあたらしい観点から多様な研究を打

ちたてつづけている。石笛・横笛・法螺貝奏者。神道ソングライター。フリーランス神主。著書

に『神と仏の精神史』（春秋社）、『神界のフィールドワーク』（青弓社）、『謎のサルタヒコ』（創元

社）、『宗教と霊性』（角川選書）、『超訳 古事記』（ミシマ社）、『神と仏の出逢う国』（角川学芸出

版）、『歌と宗教』（ポプラ社）、『世直しの思想』（春秋社）、『世阿弥 身心変容技法の思想』（青土

社）、『言霊の思想』（青弓社）、『天河大辨財天社の宇宙～神道の未来へ』（春秋社）、詩集『常世の

時軸』（思潮社）など多数。 

    

 開催概要  

○ 日時：2018 年 8 月 24 日（金）19:00～20:30（18:30 開場） 

○ 会場：日比谷図書文化館 地下 1 階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 

○ 定員：200 名（事前申込順、定員に達し次第締切） 

○ 参加費：500 円（千代田区民・学生無料 ※住所が確認できるもの、学生証等をお持ちください。） 

○ 申込方法：ホームページお申込フォーム、電話（03-3502-3340)、来館（1 階受付）いずれかにて、

①講座名、②お名前（ふりがな）、③電話番号をご連絡ください。 

 

 

〈 お問い合わせ先 〉 

日比谷図書文化館 広報担当：中澤 nakazawa-hiroyuki@shopro.co.jp / 並木 namiki-yuri@shopro.co.jp 

〒100-0012 東京都千代田区日比谷公園 1-4 TEL：03-3502-3342 / FAX：03-3502-3341 

日比谷図書文化館ホームページ：https://www.library.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/   

 

上廣・日比谷ライブラリーレクチャー シリーズ「私の修業時代」 

言葉を求め、言葉を超える 言霊の探求の旅～私の修業時代 


